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本 書 は単 な る教材 内容 の解 説 にと ど まらず， 実

際 の授業 づ くり に先立 つ 基礎的 指 導内 容や 教育 技

術 を整理 ・検 討し た好 著 であ る。 そ こに は高等 学

校 の地理 授業 にお い て も「地理 的 見方 や考 え方 」

を重 要援 す る4 人 の著 者 の意向 が 背景 とし て存 在

す る。 そうし た ことか ら本 書 は実 にユニ ー クな4

つの テ ーマに焦 点 を当 て， 高校 地理 授業 づ くり を

取 り扱 っ てい る。すな わち，「環境 」「地図 」「旅 行」

そし て「情 報」 であ る。

本書 の構成 は以 下 の通 りで あ る。

プロロ ー グ

第1 章　 ステ ップ アップ　 地 理 を識 る

第2 章　 新 しい 地理 の授 業づ くり

第3 章　 地 理授業 づ く りの コツ と急所

第4 章　 教 え方 のニ ュ ー・バ ー ジョ ン

第5 章　 地理 教師 に な るた めの業 界知 識

エピ ロ ーグ

次 に， 章 立 てに沿 っ て本書 を紹 介 す る。

第1 章 は「地 理 を識 る」 こ とに注 目し てい る。

ここで は紀行 文 の書 く ことの 意義 と その作 成 方法，

さ らに映 像や 地図 収集 の 方法 や地 図情 報 の活用 方

法 など基 礎的 な教 材づ く りに つい て詳細 な 解説 が

施 さ れて い る。

「新 し い地理 の授 業づ くり」 と題 さ れた第2 章

は本書 の中 で は骨 格 に あた る部分 で あ る。 すな わ

ち， 地 理A ， 地 理B の授業 づ く りに直 結 す る教育

方 法 につい て本 書の メイ ンテ ーマ で ある とこ ろの

「環境 」「地図 」「旅行 」「情報 」のテ ーマ に沿 っ て

新 しい 地理 の 授業 づ くり が示 さ れてい る。 まず，

「 環境 」 をテ ーマ にし た授 業づ くり に関し て は，

環境 教育 の 枠組 みの中 で地 理 が どの ような 場 にお

い て強 さを 発揮 で きる のか， あ るい は重 要 性 を示

す こ とがで き るの かを考 え つつ， 新 た な授業 づ く

りが 提案 さ れて い る。 また， 地 理 におい て欠 くべ

から ざ る もので あっ た 「地図 」 をテ ーマ にし た 授

業 づ くり につ い ては， 地 図 の活 用方 法 につい て再

評 価し ， 地図 を主 とし て 用い る場 合 と補助 的 に活

用 す る場合 の 両側 面 から吟 味 さ れてい る。

一 方 ，生 徒 が比較 的 興味 を持 ち や すい と予想 さ

れ る「 旅行 」 をテ ーマ とし た授 業づ くり に関し て

は，「旅 行」 を手 段 とする タイプ の 授業 ，「旅行 」

そ の ものを 授業 の教 材 とす るタ イプ ， こ れら双 方

を複 合し た タイプ の3 種 類 のタ イプ に授 業 を類 別

し ， 各々 に つい て詳 細 に解説 さ れて い る。 また，

近 年 の社 会経 済構 造 の変 容過 程 にお いて キ ーワ ー

ド とも言 うべ き 「情報 」 につ い ては， 特 に， 情報

ネット ワ ー クの整 理 の概況 ， 地理 教育 に おけ る コ

ン ピ ュー タを活 用 した 授業 づ くり， コンピ ュ ータ

教育 の 課題 を中 心 に考 察さ れ てい る。 情報 化 の潮

流 をい か に地理 教育 の場 で 反映 さ せる か はい ま ま

で以 上 に要 請さ れ る と考 えら れ， この分 野 の更 な

る発 展 が望 ま れよ う。

第2 章 は こうし た4 つ の テー マ につい て それ ぞ

れ実践 事 例や 指 導計 画な ど読 者 に とって 丁寧 か つ

参 考 にな る内 容 となっ てい る。 本 書 が取 り上 げ た4

つ のテ ーマ は現 代社 会 にお いて 非常 に重 要 な テ

ーマで あ るが， こ れ ら以 外 に も社 会・ 経済 的 に重

要援 さ れ るべ きテ ーマ が多 数存 在 する。 それ らに

つい て も新 しい 地理 の授 業 づ くり の側面 か ら の更

な るアプ ロ ーチ が期 待さ れ る。

つ づい て第3 章 は「地 理授 業づ くり のコ ツ と急

所 」 につ い て紹介 さ れて い る。 ここ で は第一 に，

生 徒 を引 きつ け るプレ ゼ ンテ ー ショ ンの 方法 につ
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いて検討され，話し方や身体表現といったパフォ

ーマンスに関わる事柄をはじめ，地図帳など教具

の有効的な活用術や板書の仕方など授業法につい

て具体的に示されている。第二に，今後も多用さ

れるであろうスライド映写機やビデオ，パーソナ

ルコンピュータなどのAV 機器の利用方法につい

て，使用する場合の長所と短所に触れつつ詳述さ

れている。さらに，地理学における方法論の一つ

であるフィールド 。ワークの指導方法に加え，テ

スト問題の作成についても的確に指摘されている。

第4 章は章題の「教え方のニュー・バージョン」

にもあるように，意欲的な内容となっている。こ

こでは地理教育におけるシミュレーション教材の

実際的な事例や，授業者のネットワークを生かし

た授業に加え, e-mail による授業など非常に興味

深い実践例が紹介されている。

最終章である第5 章では，国内外の地理教育に

関する団体について解説されている。また，付録

として学習指導要領も掲載されており，著者らの

読者に対する心遣いが感じられる。

このように本書は地理の授業づくりを実践され

ている地理教師をはじめ，地理学の今後のあり方

に関心のある方に読んでいただきたい本である。(

北川博史)
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